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透明アクリル板を型枠面板に使用した自由設計・施工
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や鉄骨構造物の長寿命化を図る材料 技術概要 150 発表資料 152

12 QS-170038 - A Fe石灰改良基礎工法 Fe石灰処理土を用いた基礎地盤補強工法 技術概要 165 発表資料 167
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養生期間が1日以内で交通開放可能なコンクリート舗
装 技術概要 227 発表資料 229
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マルチビーム一体型深浅測量
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技術概要

技術名称 AI搭載型カメラ自動判別警報器
担当部署 開発部

担当者 折井貴洋

NETIS登録番号 KT-190039-A 電話番号 03-6457-8465

社名 KB-eye株式会社 MAIL jimukyoku@kb-eye.jp

技術の概要 １．技術開発の背景及び契機

経済産業省によると、必要とされる交通誘導警備の業者数の推移は2008年以降増加傾向にある一
方、職業別の有効求人倍率では全職種が1.0倍前後であるのに対して、警備員を含む保安の職業が大き
く上回る状態が続いており、警備業界は慢性的な人手不足に陥っている。このような現状の中で、工事現
場における安全性の維持向上を目的とし、本技術の開発に至った。

２.　技術の内容

・交通規制においてＡＩ搭載カメラを設置して交通誘導員の目視を補完する技術。
・ＡＩが自動車・二輪車・歩行者の接近を自動で検知し、付属するLED表示板の表示を
「止まれ」信号に切り替えることにより、自動車・二輪車・歩行者の誘導を行う。
・LED表示板の切替を行うタイミングで、周辺の交通誘導員に対してトランシーバーを用いて
　音声発報を行い、交通誘導員からの誘導指示を待つ。
・音声発報を受け取った交通誘導員は、周辺の安全状況を確認後、本技術を操作するための
　リモコン端末を操作し、遠隔から誘導を行うことができる。

３.　技術の効果

・AI搭載型カメラ自動判別警報器に変えたことにより、カーブ先や脇道などに設置する事により省人化とな
り、経済性の向上が図れる。
・AI搭載型カメラ自動判別警報器に変えたことにより、経験が浅い交通誘導員でも安定した誘導を行う事
が出来、品質向上が図れる。
・AI搭載型カメラ自動判別警報器に変えたことにより、カーブ先や脇道などで事前に車両や通行人、二輪
車などを察知出来るため、安全性が向上する。
・AIによる識別判定を行うため、動物通過などの誤検知がなくなる
・表示をカスタマイズする事ができ、信号ランプ以外にも通行者に情報を与える事ができる
・一人で資機材が運べる程度まで軽量化されているので、設置運搬が極めて容易である
・AIを使いながらの機器でありながら起動をシンプルにしているので専門的な知識は不要

４.　技術の適用範囲

①自然条件
・防水防塵構造で、ほとんどの気象条件で使用可能
・機械温度は-10℃～+50℃で結露しない事。

②現場条件
・工事区間は無線(送信機と受信機関)が届く範囲とする
・設置スペースは約0.855㎡ (900*950)

③技術提供可能地域
・技術提供地域については制限なし

④関係法令等
・道路交通法第77条に基づく道路使用許可2017年を受けるものとする
・警備業法2号警備業務2018年を受けるものとする

５．活用実績（2022年10月1日現在）

国土交通省 　　　   2件
その他の公共機関 0件
民間等　　　　　　　    0件

56



６．写真・図・表

図ー１　筐体写真

図ー２　筐体稼働イメージ図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　図ー３　システム稼働イメージ図　　　　　　　図ー４　音声発報時警備員イメージ図　　　　　　　　　　　　　　
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技 術 概 要 
 

技術名称 エコミックス 担当部署 社会ｲﾝﾌﾗ統轄本部 技術企画部 

NETIS登録番号 KT-190121-A 担当者 茅ノ間 恵美 

社名等 株式会社 関電工 電話番号 080－5935－4285 

技術の概要 １．技術開発の背景と課題 

今までの道路などのアスファルト舗装を一時的に補修する常温合材は、素材に新規材

料を使用し、使用後には使い捨てられていました。 

また、近年開発された常温合材は、機能性が高く、高価な製品となる傾向がありまし

た。 

 そこで、「エコミックス」は素材のうち、主なものをリサイクル材料に変えることに

より、建設副産物のリサイクル率が向上させ、環境負荷の低減を目指すとともに、製品

価格を従来と同様にすることで、普及を図ることを目的として開発を行いました。 

 

２．技術の内容 

本技術は道路等のアスファルト舗装に使用する再生骨材を配合した常温合材で、従来

は常温合材で対応していました。本技術の活用により再生材料のリサイクル率が向上

し、CO2削減などによる環境負荷低減とともにコストダウンが図れます。 

 

３．技術の効果 

素材のうち、粗骨材と細骨材を新材からリサイクル材料に変えたことにより、周辺環

境への負担が低くなります。また、エコミックスは舗装後の一軸圧縮強度が増加するた

め、耐久性が向上します。そのほか、市販の常温アスファルト混合物に比べ、低コスト

であり、油分の使用量が少ないため、安全性が高くなっています。 

 また、リサイクル材料を使用することにより、従来の常温合材と比較して、エコミッ

クス製造時のCO2の排出量を約20％削減しました。 

 

４．技術の適用範囲 

・大量の降雨あるいは降雨が予想される場合を除く全ての天候で使用可能です。 

・気温条件は、5℃～35℃で良好な作業性を得られます。 

・神奈川・秋田の工場から日本全国に配送可能です。（現時点） 

 

５．活用実績（2022年3月30日現在） 

年度 用途 実績 

2018 

道路復旧箇所、仮復旧他 

4,012袋 

2019 8,990袋 

2020 13,421袋 

2021 17,349袋 

 

６．その他 

   エコマーク認定：17 131 009（エコミックス） 

   特許：特許第6592480号（再生常温アスファルト混合物） 

   エコミックスの特注品として、エコミックス再生植物油（揮発性油分不使用）と 

   防草機能エコミックスがあります。 
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図－1 保存試験結果 

写真－1 エコミックス 

図－2 エコミックスの配合 

図－3 施工手順 
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担当部署 技術部　技術開発課

担当者 北村　嘉弘

NETIS登録番号 ＫＫ－２１００７０－Ａ 電話番号 ０７４８－８６－６１４２

会社名等 （株）三ッ星 MAIL kitamura.yoshihiro@kk-mitsuboshi.co.jp

技術の概要 　  　ホームページ

　水中機器等を用いる水中工事では、ケーブル自体の絡まりや海底のがれき、岩礁等による

破損を避けるため、ケーブルを水面に浮かせて使用する必要があり、現状ケーブルに等間隔

でブイ（浮き）を取り付けていた。そのため、ケーブルにブイ（浮き）を着脱する煩雑な作業を

要し、工事終了後には装着したブイを取り外す必要があり、そのためにも工数がかかっていた。

２．技術の内容

　ケーブル自体に発泡被覆することで浮きの取り付けが不要となり、作業者の工数削減、

作業負担の軽減が可能となった。

３．技術の効果

　　①ブイ（浮き）の取り付けが不要となった。（作業者の作業工数が削減できた。）

　　②施工性向上により、労務費を削減させる事が出来た。（経済性の向上）

　　③フロート色を黄色にすることで、海上での視認性が向上した。

　　④フロート材がプロテクター効果をもたらし、ケーブルの寿命を向上させる事ができた。

４．技術の適用範囲

　　①水深０～４０ｍまでの沿岸、河川、ダムでの使用

　　②環境温度条件－２０～６０℃内での使用

　　③被覆後の外径がφ５５ｍｍ以下である

５．活用実績（2022年8月23日現在）

  国の機関 2 件（九州 1 件、九州以外 1 件）、自治体 2 件（九州 0 件、九州以外 2 件）

　民間 14 件（九州 7 件、九州以外 7 件） 

１．技術開発の背景及び契機    

技 術 概 要　

水中機器用フロートケーブル技術名称

                                                https://www.kk-mitsuboshi.co.jp
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■本技術は、国土交通省が推進する「遠隔臨場」に対応した立会システムで土木・建築分野を
はじめ立会を要する業務において、出張レスで遠隔地との立会を手元のパソコンやタブレット
端末上で可能とします。

■活用実績（2022年10月現在）
国の機関45件（九州45件、九州以外0件）
自治体19件（九州19件、九州以外0件）
民間3件（九州2件、九州以外1件）

技術の概要

NETIS登録番号

社 名

技 術 概 要

技 術 名 称 遠隔臨場検査監督システム（アテネット） 担 当 部 署 技術部 技術第二課

担 当 者

電 話 番 号

中川 和樹

0952-22-5107
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○特徴1　簡単な操作性
webアプリケーションのためシステムのインストールが不要、導入後すぐにパソコンやタブレット、スマートフォンで
使用開始できます。
操作ボタンが少なく、直感的に利用できます。

○特徴2　共有
監督員と現場で同じ映像を共有できます。スマートグラス式ではないため手元のタブレット上で監督員が実際に
見られている映像を共有でき、「ちょっと右」や「ちょっと左」といった細かな指示にも対応が可能です。

○特徴3　ドローン映像を共有
監督員の手書き署名が可能。

○特徴4　4人通話
最大4名との中継が可能。

○特徴5　キャプチャー機能
CALSサイズで静止画の切取りが可能。

○特徴6　帳票機能
帳票はPDF形式で登録できるため、
様式を問いません。
帳票にはテキストの記入が可能。

○特徴7　手書き機能
監督員の手書き署名が可能。

URLを入力し、すぐに利用開始

発注者（事務所） 受注者（現場）

○特徴4 4人通話

○特徴6 帳票機能

○特徴5 画像キャプチャー

○特徴7 手書き署名

○特徴3 現場とドローン映像の切替えが可能

ドローン映像
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技 術 概 要 
 

技術名称 逆Ｔ型ＣＦＴ並列防護擁壁（ＶＣＣＷ） 担当部署 技術開発部 

NETIS登録番号 ＫＴ－２１０００７－Ａ 担当者 井幡 英紀 

社名等 株式会社 共生 電話番号 03-3354-2554 

技術の概要 １．技術開発の背景及び契機 

 従来技術である待受け式コンクリート擁壁の落石防護柵はあくまで落石対応であり、

崩壊土砂の衝撃を受け止めるのは重力式コンクリート擁壁工が担っています。土砂災害

防止法(土砂法)に則り崩壊土砂の衝撃力を考慮して設計すると、待受け式ではコンクリ

ート擁壁断面が大きくなるため、土砂災害の危険性がある斜面に近接する道路際や民家

裏などに設置する場合は用地やコスト面が大きな課題となっていました。また堆積した

土砂の排出が難しいという課題もありました。 

 上記の課題を解決するため、防護柵に崩壊土砂と落石の捕捉機能を持ち着脱可能な逆

Ｔ型ＣＦＴ並列防護擁壁を開発しました。 

  

２．技術の内容  

 コンクリート充填角形鋼管(CFT)の支柱を密に配置したCFT防護柵とそれを支える底版

コンクリートからなる落石および崩壊土砂防護擁壁で土砂災害の危険性がある斜面に近

接する道路際や民家裏などに設置することができる。 

崩壊土砂を受け止めるだけでなく、中規模(数百キロ)落石を捕捉できることから落石

対策工としても適用できる。 

CFT支柱の基礎は鞘管構造となっており支柱を底版コンクリートから着脱できるよう

にしたため、堆積した土砂の排出作業や万一エキスパンドメタルやCFT柱に損傷が起き

たときの取替えを容易に行うことができる。 

 

３．技術の効果 

 従来の待受け式コンクリート重力式擁壁から逆T型構造に変えたことにより、土砂堆

積用ポケットを広くとることが可能となり、壁高を低くすることができ、コンクリート

量と掘削土量を低減できるので、経済性の向上と工期の短縮が図れる。 

コンクリート部分を縮小化したことにより構造物の圧迫感を軽減できるため周辺環境

への影響を抑制できる。 

支柱を底版コンクリートから着脱できるように変更し、またポケット底面幅が広いた

め堆積土砂の排出が容易となり維持管理が向上する。 

 

４．技術の適用範囲 

・土砂崩壊の対象は表層崩壊 

・落石規模は、落石エネルギー:E≦50kJ 

・CFT防護柵の高さH=3m以下 

・背後の斜面が近接し用地が狭い箇所や、頻繁に土石の排出や点検が必要な箇所では特

に効果が高い。 

  

 

 

５．活用実績（2022年8月31日現在） 

国の機関 0 件（九州 0 件、九州以外 0 件） 

自治体  4 件（九州 0 件、九州以外 4 件） 

民間   0 件 
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６．写真・図・表 

 

 

 

 

 

 

図-3 施工方法       

図-1 VCCW基本構造                   図-2 従来工法との断面形状比較 

写真-1 崩壊土砂を捕捉（約1000㎥）               写真-2 維持管理      

完成時       
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